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6.1では交差検証時に
準テストデータとして
扱うべきデータも
スケール変換に
含んでいる
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用いて、このリークを
無くす方法の紹介。
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ソース 概要図
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パイプラインで2つの処理（scalerとsvm）を行っているため、
グリッドサーチパラメータがどちらのものか明示する必要がある。
今回はsvmなので‘svm__C’ として（_）アンダースコア2つを挟む。

変更点
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•情報リーク（漏洩）の影響

⇒前処理の性質による

• スケール変換（今回） ⇒影響は限定的

• 特徴量抽出や特徴量選択⇒影響が大きい

テストデータや検証用データの押さえるべき特徴を
前処理時に参照してしまうため。


